
１ɽཹ๖みなとライΦンζクラϒのクリスマス

ύーテΟーが１２月１０日に開࠵されます。ࢲが

出੮してきます。

２ɽ本日ྟ時ཧ事ձを開࠵し、ࡢ年度のձ計ใ

。をঝ認しましたࠂ

３ɽରഅ݈一ձһがཹ๖ձٞॴのձ಄にब

しました。クラϒから特ผॕܚとして͓ॕ

いをࠩし上͛ます。

・ฏ̧̘より１２月の例ձҊをडྖしました。

ήετ

　　元増ໟ天文台৬һ　࡚ࢁ　　一༷

લࣄװ　 　ʢװʣձһ

　本日ྟ時ཧ事ձを開࠵し、前年度のܾ算ใࠂ

をঝ認していたͩきました。օ༷のテーϒϧに

して͓りますので目を通してくͩさい。

ձһݚमҕһձ　 　ਗ਼ਫ෭ҕһ

「����نఆ৹ٞձʹؔ͢Δิઆ໌」

１ɽ੍ఆҊ１３ɻ ６９により、৽世ไˠ੨গ年

ไとなります。変ߋになったのはไ部

の໊শのみで、現時点ではそれҎ֎の「৽世

」をؚむ໊শの変ߋはご͟いません。各ク

ラϒに͓いては໊শを「੨গ年ҕһձ」に変

。する൱かはクラϒのஅにҕͶられますߋ

煙ຊ

　年次総会

煙࣍ि予ఆ

　

ձһੜ

　１１月２９日　石川　健二

　１２月３日　対馬　健一

ऀۮੜ

　１１月２７日　渡邊　順子

　１２月１日　山本由紀子

Ｎｏ．２５８３

第２０回　１ １月２７日

会員総数 ………………３９名
出免会員 ………………８名
出免出席 ………………５名
基準会員出席 …………２１名
出席率 …………… ７６．４７％

ୈ̍ ճ̓　̍ ݄̍ ̒

欠席会員 ………………１０名
内メイクアップ ………４名
修正出席率 ……… ８２．３５％
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２ɽ੍ఆҊ１３ɻ ５̔ により「地۠ٞڠձ」の໊শ

が「地۠ݚमٞڠձ」になりました。໊শが

「地۠ݚमٞڠձ」にਖ਼ܾࣜఆகしましたが、

地۠ٞڠձについてのみٴݴされて͓ります

ので、それҎ֎の変ߋは必要ありません。

３ɽنఆ৹ٞձの変ߋはࠓす͙クラϒఆࡉ・

ଇにөすきかʁこれについては文ॻ࡞

は当面見合わせることをڧくਪகします。

　現ࡏ、手ଓ要ཡを࡞中（日本ޠ൛）なので、

一ൠެ開された時にそれをؙごと利用して࡞

していたͩくのがよろしいかとࢥいます。

・ԭ見อҭԂでのҠ動例ձではೋϊٶཧ事長に

大変͓世になりました。　 中出会長

・予ఆしていなかったձٞॴձ಄にबし

ました。　 対馬会員

・前年度のऩܾࢧ算ใࠂが出དྷました。ཧ事ձ

ঝ認ありがとうご͟いました。　 森（幹）会員

　前　ճ　　３̔２ɼ６００ԁ

ճ　　 ２３ɼ０００ԁ　ࠓ　

　累　計　　４０５，６００円

「ＩＳＯＮ彗星－大彗星か分裂か」

　元増ໟ天文台৬һ　山崎　　一 ༷

－大彗星と͑ݴ－

　大彗星といえば「ϋレー彗星」をࢥいුか

るํがଟいとࢥいますが、１９̔６年の接近時は望

遠鏡で見えるఔ度の明るさでした。本当に大彗

星といえる見えํをしたのは、１９９６年のඦ彗

星（̘ʗ１９９６ ̗ ２）と１９９７年のーϧ・Ϙッϓ

彗星（̘ʗ１９９５ Ｏ１）でしょう。

　ඦ彗星は、明るさはそれほどではありませ

んでしたが尾の長さが̔０度にも達し、天空を彗

星がԣっていくようなҹでした。しかし大

きく見えている期間がかったため、一ൠの

ํʑにはあまりҹがっていないようです。

　それにくらてϔーϧ・Ϙッϓ彗星は、尾の

長さはඦ彗星ほどではなかったのですがとて

も明るく、ׂ合長い期間見ることができたため、

ਓʑのهԱにとどまっているようです。

　彗星をόックにه೦ࣸਅを撮影するなどとい

うことができたのは、それらの彗星が大彗星

ͩったことのূなのでしょう。

－ＩＳＯＮと－

際Պֶ光ֶネットϫーク（Ｉ̽ｔｅｒ̽ࠃ　 ａｔｉｏ̽ ａｌ

Ｓ̲ｉｅ̽ｔｉ̵ｉ̲  Ｏ̿ ｔｉ̲ａｌ Ｎｅｔ͆ ｏｒｋɼＩＳＯＮ）のུ

শです。

　͓もにϩγアやϤーϩッύを中৺としたϓ

ϩ・アマڞಉの観測νーϜで、ＩＳＯＮ彗星と

は、このグϧーϓが発見した彗星のことをいい

ます。

　観測ॴもϤーϩッύにଟく、ଞの大は数カ

ॴとなっています。

－ＩＳＯＮ彗星（̘ʗ̎ ̌̍ �̎Ｓ̍）と－

　２０１２年９月２１日（世界時）、ϕラϧーγのϰΟ

タリー・ネϑスΩー（ ｉ̫ｔａｌｉ Ｎｅｖｓｋｉ）とϩγ

アのアϧνϣϜ・ϊϰΟνϣϊク（ ｒ̖ｔｙｏ̼  Ｎ

ｏｖｉ̲ ｏ̷̽ ｏｋ）が、ࠃ際Պֶ光ֶネットϫークの

４０DNࣹ望遠鏡で発見しました。

　現ࡏの彗星観測ではもっともՌを上͛てい

るグϧーϓで、特に暗い彗星の観測に活༂して

います。

ճは２０１１年９月Ҏདྷ１年ぶりの৽彗星発見ࠓ　

となりました。発見時の彗星は１̔ ɽ̔等でとても

暗いものでしたが、大型望遠鏡での観測で彗星

と確認されました。そのときのＩＳＯＮ彗星と

太陽までのڑは１０ԯ㎞です。

　ＩＳＯＮ彗星を発見した場ॴは、ΩスϩϰΥ
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ツク天文台（Ｋｉｓｌｏｖｏｄｓｋ Ｏｂｓｅｒｖａｔｏｒｙ）で、

発見した望遠鏡は小型のコンテナを利用した屋

根の開く格納庫に設置されています。

－天文界が大（空－から）騒ぎ！－

　発見された天体が、アメリカの小惑星セン

ターから未確認天体としてインターネット上で

発表されると、世界中で大きな注目を集めるこ

とになりました。

　２０１３年秋に彗星が太陽の表面をかすめるよう

に通り過ぎるという、特異な軌道が計算された

からです。

　その後、過去の観測からこの彗星の発見前の

姿が複数確認され、太陽に大接近することが現

実のものになりました。

－明るくなると予想されている理由－

・彗星の核が大きい（数㎞）

・彗星が太陽表面から１１６万㎞のところを通過

　（太陽直径は１４０万㎞）

・太陽をかすめていく彗星は「サングレイザー」

と呼ばれ、太陽に近づくほどその活動が活発

化

・サングレイザーとしては異例の大きさ

－今後のＩＳＯＮ彗星予想－

　太陽にもっとも近づく１１月２９日（日本時間）前

後には、明るさがマイナス等級に達する可能性

があります。しかしあまりに太陽に近いため、

前後数日間は地上からの観測は困難です。

　太陽に接近した彗星には、もうひとつの可能

性があります。通過の際に、太陽の熱で彗星本

体が分裂したり崩壊したりすることがあるので

す。はたしてＩＳＯＮ彗星はどのような運命を

たどるのでしょうか。

－彗星の光度予想－

　ＩＳＯＮ彗星は２０１３年の春頃から増光がにぶ

くなり、最初の予想のような明るさは期待でき

ないのではないかといわれはじめました。１１月

になってもそれは変わらなかったのですが、１３

日頃から急に増光し始めました。１５日には双眼

鏡でも見える５等級になり、１７日には４等級と

もいわれています。これは条件が良ければ肉眼

でも見えそうな明るさです。

　世界各地で撮影された彗星の画像でも、複雑

で見事な尾を見せるようになっています。

－ＩＳＯＮ彗星を見よう－

　近日点（太陽にもっとも近づく位置）を過ぎ

た彗星は、東の空に見えてきます。高度は日ご

とに高くなり、尾も長く伸びて見えやすくなる

でしょう。

　１２月下旬には日出前の東空、日没後の西空と

も見ることができるようになり、２７日には地球

に最接近しますが、すでに相当暗くなっている

でしょう。

　１１月２５日頃から１２月２日頃までは彗星が太陽

にきわめて近く、双眼鏡や望遠鏡での観測は特

に注意が必要です。

　大彗星になった場合（期待も込めて）、その観

測には双眼鏡がもっとも適しています。　望遠

鏡では彗星の一部しか見えず、長い尾を楽しむ

には適していません。肉眼でも良いのですが、

双眼鏡があればさらに楽に観測できるでしょう。

　ＩＳＯＮ彗星を撮影するには（大彗星になっ

た場合です…）カメラと三脚があれば可能です。

長時間露出と無限遠にピント合わせできるカメ

ラが手元にあれば、撮影に挑戦してみてはいか

がでしょうか。

　１１月２９日頃は彗星を見ることができませんが、

実はӴ星を利用することで見ることができるか

もしれません。太陽観測用のＳＯ̝ＯӴ星は、

ৗ時太陽पลの画像を撮影してެ開しています。

ＩＳＯＮ彗星が最も太陽に近づくときは、この

ＷＥＥＫＬＹ ＲＥＰＯＲＴ
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Ӵ星のカメラにࣸるかもしれません。

　̧̡̪ は ̷ｔｔ̿ɿ��ｓｏ̷ ｏ͆ ͆͆ɽ̽ａｓ̲ ｏ̼ ɽ̽ａ

ｓａɽ̶ｏｖ�

－פରࡦをれͣʹ－

　ＩＳＯＮ彗星は明けํに観測するνϟンスが

ଟいのですが、この時期はとてもྫྷえ込みます。

見えるまでには時間がかかることもଟく、想像

よりפくײじるものです。פඋはਅౙฒの

ものが必要です。

　またカメラなどのࡐػも、όッテリーのిѹ

が下したり動࡞しなくなったりすることもあ

りますので、事前のテストなどをして͓くと良

いでしょう。

　大彗星が見られますように期待して、これで

ऴわります。
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